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論文内容の要旨
本論文は制御理論，数理物理学等にしばしば現われる準線形常微分方程式系の解の存在.一意性および
漸近挙動に関する種々の判定条件を非線形関数解析学的手法を用いて工学的に応用し易い，定量的な形で
与え， しかも従来の定性的な判定条件よりも適用範囲を拡張した結果をまとめたもので 7 章より構成され
ている。
第 1 章では本研究の目的を明かにし，第 2章から第 7 章までの結果の数学的な位置づけを述べている。
第 2 章では周期的準線形系の周期解の存在とその一意性に対して得られた結果について述べている。
第 3章ではパラメータを含む周期的準線形系の周期解の存在に関する結果を与え，さらにある具体的な
条件の下で解のパラメータに関する連続性を証明している。
第 4章では有界区聞における準線形系に対する境界値問題につき，非線形問題，さらに線形問題につき
解の存在と一意性を証明している。
第 5 章では非有界区聞における準線形系lζ対する非線形境界値問題につき，解の存在と一意性を証明し
ているo
第 6 章では Schauder の不動点定理を用いて準線形系の零解のLiapunovの意味で、の大域的漸近安定
性および大域的指数漸近安定性に関する結果を得た乙とを報告している。
第 7 章では線形系の解と準線形系の解との漸近的同値』性について述べている。
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論文の審査結果の要旨
本論文は自動制御，最適制御.適応制御.数理物理学等の線形および非線形現象を数学モデルとしてと
り扱う際にしばしば現われる準線形常微分方程式系の解の存在，一意性，およひ鳴卒の漸近挙動を非線形関
数解析学，とくに不動点定理という数学的な，統---if';]手法を用いて研究を行った結果をまとめたもので，
得られた主な成果を要約すると次のようlとなる。
(1) 周期的準線形系の周期解の存在に関する十分条件を. Schauder の不動点定理を用いることにより，
従来よりもさらに拡張し， しかも定量的な具体的判定条件として与えている。さらに.ある具体的な条
件を付加すれば周期解の存在と一意性が同時に得られる乙とをBanach の不動点定理.すなわち縮小写
像の原理を用いて証明している。
(2) パラメータを含む周期的準線形系の周期解の存在を，従来よりも拡張された ある定量的な条件の下で
証明している。さらに，ある具体的な条件を付加する乙とにより，周期解がパラメータに関して連続的
に依存することを示し従来の結果を大幅に改良している。
(3) 有界区聞における準線形系の非線形境界値問題に関し，ある定量的な条件の下で解の存在を示し，さら
にリプシッ、ソ条件を付加することにより解の存在と一意性とを同時に導いているD また線形境界値問題
に関しても同様の結果を得ており，乙れらの結果は従来の結果を大幅に改良している。
(4) 非有界区聞における準線形系の非線形境界値問題に関し，従来の条件を拡張した，ある定量的な条件
の下で解の存在を示し，さらに，具体的な条件を付加する乙とにより解の存在と一意性が同時に成立す
ることを示している。
(5) 準線形系の零解の大域的一様漸近安定性および大域的指数漸近安定性を，ある具体的な条件の下で示
している。安定性に関する解析を Schauder の不動点定理を用いて行ったものは 本研究がはじめて
であり，今後の安定性理論の発展に寄与するものと期待される。
(6) 線形系の解と準線形系の解の漸近同値性lと関する結果をSchauderの不動点定理訴IJ用して得ている。
以上のように本論文は，準線形系の種々の問題に対する解の存在および解の漸近的な諸性質に関する従
来の条件を大幅に拡張し，同時~[，非線形関数解析学の工学べの応用を示したもので数理工学，制御工学
等の発展に寄与すると乙ろが大きいロよって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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